
発　行・標茶町議会　編　集・広報調査特別委員会
〒088-2312   北海道川上郡標茶町川上4丁目2番地　電話（015）485-2111㈹   FAX（015）485-3199

令和２年２月１日　発行

集

記

編
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第
四
回
定
例
会　

議
会
日
誌
か
ら

　　

第
４
回
定
例
会
は
、
去
る
十
一
月
一
日
、
突
然

逝
去
さ
れ
た
舘
田
賢
治
前
議
長
の
御
霊
に
黙
祷
を

捧
げ
て
始
ま
り
ま
し
た
。
盟
友
で
あ
り
親
友
の
後

藤
副
議
長
が
述
べ
る
追
悼
の
言
葉
を
噛
み
し
め
な

が
ら
席
に
着
き
ま
し
た
。

　

氏
の
、
義
理
に
堅
く
、
人
情
に
篤
く
、
何
よ
り

信
義
を
重
ん
ず
る
姿
が
、
私
た
ち
は
勿
論
、
多
く

の
町
民
の
胸
に
生
き
続
け
る
よ
う
念
じ
、
合
掌
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
今
回
、
一
般
質
問
に
は
７
氏
が
登
壇
。
13

件
の
中
で
は
、
一
次
産
業
に
関
す
る
質
問
が
目
立

ち
ま
し
た
。
厳
し
さ
を
増
す
状
況
の
下
、
標
茶
町

に
明
る
い
未
来
を
手
繰
り
寄
せ
る
た
め
の
、
前
向

き
な
質
問
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
各

分
野
に
お
い
て
、
行
政
と
議
会
の
間
に
危
機
感
を

共
有
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
る
場
面
が
あ
り
、
今

後
さ
ら
に
議
論
を
深
め
る
必
要
あ
り
と
痛
感
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
着
手
す
る
政
策
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
既
に
動
き
出
し
て
い
る
も
の
で

も
、
加
速
す
る
人
口
減
少
に
ど
う
対
応
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
、
正
確
な
議
論
の
経
過

を
町
民
に
届
け
、
判
断
基
準
を
示
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
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九
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〜
十
日

十
月
二
十
一
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十
月
三
十
日

十
一
月
一
日

十
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十
一
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標茶町議会アドレス　 http://www.town.shibecha.hokkaido.jp/gikai/

ー 故舘田賢治議員を悼み本会議場で追悼文を読み上げる後藤勲副議長 ー


